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バケツリレーでコンクリート打設

ジャズ演奏家ワカ氏
によるファンサービス

本イベント特別トリオによるダムJAZZライブ
（左：森谷ワカ(vo.key),中：出宮寛之(ba),右：山崎貴大(sax)） 急遽実現したJAZZと和太鼓のセッション

圧倒的な人数差で開催された大綱引き大会
（左：安部日鋼工業(株) 社員 VS 右：本イベント参加者）

バケツリレーを盛り上げる和太鼓「夏椿」

橋の上で軽食

橋の構造や作り方をパネルで紹介

新設楽大橋の連結を記念し、新設楽大橋上部工の施工を担当した(株)安部日鋼工業主

催の「橋と遊ぶ日 ２０２６」が２月１１日（水・祝）に開催されました！

建設中の本橋でのイベントは２０２４年３月のジャズ演奏企画以来約２年ぶりの開催

で、来場された方々からは「橋の完成を間近で見られて良かった」「建設会社の人との

綱引きが楽しかった」などのお声をいただき、大変好評でした。



２月１１日、したら農泊推進協議会主催の「設楽ダム工事現場見学＆スリランカカ

レー試食会」が開催されました。

本イベントは、ダムの現場見学やダム建設に携わっているスリランカ人技術者の皆さ

んとスリランカカレーの試食会を通じて交流を深めることによって、ダムの恩恵を豊川

下流域の皆さまに感じていただくことを目的としているため、東三河地域に在住・在勤

する小学生以上の方を対象として実施されました。

設楽ダム建設現場見学

スリランカ人技術者紹介

スリランカカレーの盛り付け

地元住民の皆さまを対象とした現場見学会を、以下の日程で開催しました。

・開 催 日：２月２６日・２７日（※前回は１１月２１日・２２日に開催）

・参 加 人 数：２日間で合計７６名の皆さまにご参加いただきました。

ダム本体工事、付替県道設楽根羽線の工事現場にて進捗状況をご説明し、参加者の皆

様から「現道が狭く、すれ違いしづらいので、付替道路の開通を楽しみにしている」な

どの声をいただきました。

設楽ダム本体工事現場案内 付替県道設楽根羽線の現場案内（左：パネル説明、右：ARで３次元モデル）



お知らせお知らせ

コ ラ ム 体堤０ ５ コ ン

①基礎掘削 ③堤体コンクリート

②基礎処理

④放流設備

⑤管理用設備 ⑥試験湛水 ダム完成今回はココ！

＜工事の流れ＞ダム本体工事

リク トー そ の ２

ウッドチップ材を無料配布します

【配布日時】令和８年４月１１日（土）、１２日（日）
１０時００分～１６時００分

【配布場所】道の駅したら臨時駐車場※右案内図参照

設楽ダム建設事業で伐採する森林資源のうち、小径木や枝葉
をウッドチップ化してバイオマス発電に活用しています。
この度、４月１１日及び１２日に道の駅”したら” にて、

ウッドチップの無料配布を行いますので、希望される方はこの
機会に是非お越しください。

当日限りの配布で予約は不要です。
袋や容器、スコップなどご自身で用意いただき、ご自身で
積み込み運搬をお願いします。
数量に制限はありませんが、なくなり次第終了となります。

【問合先】設楽ダム工事事務所 工事課
TEL 0536-62-1293

配布場所案内図

非常用洪水吐き

オリフィス式常用洪水吐き環境用放流設備

越流式常用洪水吐き

非常用洪水吐き

設楽ダム３Ｄモデル（放流設備付き）

利水放流設備

選択取水設備

設楽ダムの放流設備について

設楽ダムの放流設備は以下で構成されています。

・非常用洪水吐き（幅１１ｍ×高さ２．８ｍ×６門）
・オリフィス式常用洪水吐き（幅５ｍ×高さ１ｍ×４門）
・越流式常用洪水吐き（幅６ｍ×高さ６．６ｍ×３門）
・環境用放流設備 １門
・利水放流設備 １機

放流設備の目的

平常時は、選択取水設備で水温や濁りを抑えた水を取水し
て、利水放流管を通じて下流へ放流します。また、流入量が
増えたときにはオリフィス式常用洪水吐から自然に水があふ
れ出すことにより、洪水に備えた水位（常時満水位といいま
す。）を保ちます。

洪水時には、オリフィス式常用洪水吐きと越流式常用洪水
吐きを使って洪水を調節します。２つの常用洪水吐きは、
ゲート操作をしなくても適切に洪水を調節できる大きさと形
に設計されています。

非常用洪水吐は計画以上の洪水が発生するような非常事態に、非常用洪水吐から洪水を放流し、ダムからの越流を防
ぎます。この際にもダム湖へ入ってくる水の量よりも多くの水を放流することはありません。
反対に渇水期には、ダム湖に貯まった水を選択取水設備から取水し放流することで、豊川の渇水対策に寄与します。


